
　平戸市の姉妹都市であるオランダのノールトワイ
ク市との交流事業で、高校生など13人が平戸市を
訪れました。11月３日には着物の着付けを体験し、
色とりどりの着物の中から自分の好きな柄を選んで
いました。
　他にも、ホームステイや学校訪問、生け花、書道、
座禅などの体験を通して日本の文化に触れ、５日に
は交流事業で学んだことを発表しました。
　また、今回ホストファミリーで受け入れた家庭の
生徒が今年度１月にオランダを10日間訪問します。

高校生がつなぐ架け橋

遊んで学ぶエコのヒント

　平戸文化センターで「第４回ひらどエコフェス
タ・2025ひらど消防フェスタ」が開催されました。
　平戸市内外から環境問題対策に取り組む15団体
が参加し、「VRゴーグルを使った風力発電所の風車
頂上での高所作業疑似体験」や「海洋プラスチックを
用いた万華鏡づくり」、「自転車での発電体験」など
の体験ブースを設け、さまざまな取り組みを紹介し
ました。また、屋外でははしご車搭乗体験や水消火
器の体験なども行われ、子どもたちの楽しみながら
学ぶ様子が多く見られました。

11
15 静寂に灯る、光の棚田

　世界文化遺産「長崎と天草地方の潜伏キリシタン
関連遺産」の構成資産の１つ「春日集落」の棚田で、
毎年恒例のイルミネーションが行われ、春日の棚田
が幻想的な光で包まれました。
　このイルミネーションは、皆さんに春日集落へ足
を運んでもらおうと平成30年度から行われており、
今回で８回目。
　棚田一面に広がる灯かりが来場者を迎え、訪れた
人は、静かな風景と光のコントラストを楽しんでい
ました。
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　平戸文化センターで「平戸市福祉健康まつり」が開
催され、ステージでは、保育園児のアトラクション
や映画上映、元がーまるちょばのケッチ氏のパント
マイム公演など、多彩なイベントが行われました。
　また、施設内では園児や福祉施設の作品展示、介
護ロボット体験、健康相談コーナー、餅つき、呈茶
なども実施され、来場者からは「健康に気を付ける
きっかけになった」「地域の人と交流できてよかっ
た」といった声が聞かれ、福祉と健康への意識向上
と、地域交流の輪を広げる１日になりました。

地域で育むやさしい未来10
26市民芸術の輝き

　平戸文化センター大ホールで「ひらど文化まつり
国文祭すぺしゃる市民芸術展覧会」が開催され、平
戸市民から絵画や書、工芸、俳句、短歌など約900
点の作品が寄せられました。
　会場では、「ながさきピース文化祭2025」にちな
んだ平戸コーナー、花のコーナーも設けられ、訪れ
た人を魅了しました。
　期間中は延べ1,050人が訪れ、地域の文化と創造
力を感じる場となりました。芸術を愛する人が交流
し、文化の魅力を再確認する催しとなりました。

11 ５
～９ 華やぐ平戸文化の祭典

　平戸文化センター大ホールで「ひらど文化まつり 
国文祭すぺしゃる」が開催され、平戸市内の文化協
会加盟団体など25団体が集結しました。
　フラダンスやフラメンコなどのさまざまな種類の
ダンスや日本舞踊、和太鼓、大正琴、詩吟、コーラ
ス、平戸神楽や田助ハイヤ節、勇魚捕唄など多彩な
演目が披露され、観客は地域文化の魅力を堪能しま
した。
　舞台では世代を超えた交流と創造の力が輝き、会
場は温かな拍手と笑顔に包まれました。

11 ２
～３

　平戸文化センター屋外特設ステージで「ひらど文
化まつり 国文祭すぺしゃるダンスフェスティバル」
が開催されました。
　大塚ヘルシーサークル、M’sバレエ＆フラメンコ
クラス、STUDIO SHINE、平戸市立大島中学校の
皆さんが出演し、バレエやフラメンコ、創作ダンス
など多彩な演目が披露され、観客は拍手と歓声で応
えました。
　約800人が集った会場は、華やかな舞台の躍動感
と一体感に包まれ、熱気あふれる夜となりました。

舞う平戸の夜11
８

　舘浦漁協荷捌き所特設会場で「シイラヴフェスタ
2025」が開催されました。
　シイラを「知ってもらう」「食べてもらう」をテー
マに、会場には多彩な催しが並びました。サンバグ
ループ「バランサ」の音楽ショーや園児・ダンスクラ
ブのダンスステージが華やかに披露され、観客を魅
了。さらにシイラ料理コンテストやマグロ解体
ショー、セリ市大会、おさかなクイズなども行われ、
参加者は魚の魅力を体感しました。地域の食文化と
活気を伝える熱気あふれるイベントとなりました。

季節の恵み、シイラの祭典11
２
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